
オーガニックビレッジの取組事例①



オーガニックビレッジの取組事例②



○ みどりの食料システム戦略に基づき、消費者の選択に資する環境負荷低減の

取組の「見える化」を進めます。

○ 化学肥料・化学農薬や化石燃料の使用低減、バイオ炭の施用、水田の水管理な

どの栽培情報を用い、定量的に温室効果ガスの排出と吸収を算定し、削減への

貢献の度合いに応じ星の数で分かりやすく表示します。

○ 米については、生物多様性保全の取組の得点に応じて評価し、温室効果ガスの

削減貢献と合わせて等級表示できます。

○ 生産者・事業者に対する算定支援や販売資材の提供を引き続き実施します。

温室効果ガス削減への貢献

地域又は県の標準的栽培で
の排出量（品目別）

対象生産者の栽培方法
での排出量（品目別）

排出（農薬、肥料、燃料等）
ー吸収（バイオ炭等）

栽培情報を用い、生産時の温室効果ガス排出量を試算し、地域の慣行栽培
と比較した削減貢献率を算定。

１００％ ー = 削減貢献率（％）

★ ：削減貢献率５％以上
★★ ：削減貢献率10%以上
★★★：削減貢献率20%以上

生物多様性保全への配慮
※米に限る

★ ：取組の得点１点
★★ ：取組の得点２点
★★★：取組の得点３点以上

対象品目：23品目 米、トマト、キュウリ、ミニトマト、ナス、ほうれん草、白ネギ、
玉ねぎ、白菜、ばれいしょ、かんしょ、キャベツ、レタス、大根、にんじん、アスパラガス、
リンゴ、みかん、ぶどう、日本なし、もも、いちご、茶

※上記の商標は商標出願中です

＜取組一覧＞

２点
化学農薬・化学肥料の
不使用

1点
化学農薬・化学肥料の
低減
（５割以上10割未満）

1点冬期湛水

1点中干し延長または中止

1点江の設置等

1点魚類の保護

1点畦畔管理

３月１日から
開始しました！

全国のべ700か所以上で販売
（令和6年2月末時点）

ビオセボンサンプラザ

店舗への印象

95％が
良い印象

N=297

56%34%

4%

良い

どちらでもない

やや良い

非常に
良い

消費者へのわかりやすい表示
（令和４年度・令和５年度 実証より）

農産物の環境負荷低減の取組の「見える化」



「見える化」の広がり（実証の事例）
モスバーガー（広島県）
・有機物主体の肥料の活用と減農薬栽培を行うレタス生産者
（（株）鈴生）からモスバーガーに働きかけがあり、実証が実現。
・広島県内全店舗（32店舗）で「見える化」レタスを使用した商
品を販売。（令和５年10月23日時点）
・温室効果ガス削減率 ★

SARA（岡山県）
・従前より木質バイオマス発電所を併設した循環型の施設運営に
取り組む農園。発電所からの蒸気・電気・燃焼ガスを活用して大
規模にミニトマトを生産（年間出荷量 1,600㌧見込み）。
・温室効果ガス削減率 ★★★

【信濃屋六本木ヒルズ店】

BUTTOBI BERRY ORGANIC
（徳島県）

・持続可能な農業を理念に令和３年から有機いちごを商品化。
・四国初の「見える化」実証し、温室効果ガス削減率 ★★★

グリーンファーム沖美（広島県）
・「追加の費用がかかったが、よい広報になると思ったので、
自社のシールに「見える化」ラベルを組み込んだ。」との声。
・温室効果ガス削減率 ★★★

【フレスタ中筋店（広島市）】

北陸
16箇所

16箇所

東北

333箇所

関東

九州・沖縄

154箇所

43箇所
東海

20箇所

オンライン・宅配

0箇所

北海道

近畿

127箇所
中国・四国

63箇所

販売先の状況
全国累計106者
773箇所※

※令和6年2月末時点
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